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川 辺 寿美子 (大阪市大 ･理 ･生物)
日 的 :ニホンザルの社会構造に関する研究は,各
地の群れについて,かなりなされており,いろいろな現
象が明らかにされた｡彼らの群れが,1つには血縁を中
心に成りたっており,一方では,オスグルーブが独自に
順位をもち,群れの統卒に役立っているという中央など
について,さらにその成因をさぐっていくと,彼ら個々
の生い立ち,すなわち個体の発道が1つの盃要な斑をに
ぎっていると考えられる｡
発達に彫轡を与えると考えられる,後天的な環暁要因
の中で,アカンボウ期から幼児)捌こかけて,もりとも重
要な影響を与えうるのは,母親であるとい)仮定のもと
に,これまで,母親のない7'カンボウ (陥舵飼育)およ
びフィールドでの母親とアカンボウの行動 ･青田を中心
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